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「計画」、「防災」、「心理」、「維持管理」４研究小委員会委員の募集について 

 

◆本委員会の取組みについて： 

 地下空間は都市を支える重要な空間となっています。電気、ガス、上下水道などの供給処理施設の

埋設空間としてはもとより、地下鉄、地下街・地下道などの地下歩行空間のネットワーク、地下駐車

場、地下自動車道路、さらには、リニア中央新幹線の新設など、都市内活動や都市間活動を支える空

間として、地下空間の高度な利用が進んでいます。 

とりわけ、近年の都市再生におけるその活用は、公民協働による、道路地下の既設歩行空間の拡充

再整備や民地地下の新たな歩行空間の整備と、これら相互の接続により、快適で効率的なネットワー

クの形成が進められています。一方、大規模地震や豪雨災害を契機に、喫緊の課題として、国、自治

体、施設管理者により、地下空間の防災対策が進められています。都市における地下空間は『人間の

活動空間』として、その明快性や快適性、安全・安心、バリアフリー化・ユニバーサルデザイン、情

報化対応など、関係者による様々な検討や取り組みが行われています。 

また、大規模な地下洪水調整池の建設や、震災時の帰宅困難者の受入れ・防災備蓄の検討が進めら

れるなど、地下空間は『防災空間』としての活用も進められています。 

 

 本委員会は、1994 年度に土木学会に常設されて以来、人間が活動する空間として、地下空間の有

用性と利用のあり方と、その課題の解決、地震や火災・浸水に対する防災、地下空間における人々の

行動心理や空間認識、さらには、空間の維持管理や改修・更新のあり方・長寿命化などについて、土

木はもとより、建築、都市計画、医学、心理学、法律、経済など広範な視点で、総合的、体系的な研

究に取り組み、『地下空間学』の創造をめざしています。 

 

◆各研究小委員会の活動概要（研究テーマ）： 

 本委員会は、今回、委員を募集する「計画」、「防災」、「心理」、「維持管理」の４研究小委員会の他、

毎年１月に開催している地下空間シンポジウムの運営、および論文審査を担当する「地下空間シンポ

ジウム実行委員会」、「シンポジウム表彰委員会」から構成されています。 

具体的内容を以下に示します。 

○計画小委員会（小委員長：西田 幸夫（埼玉大学） ※2017 年次期交代予定：大沢 昌玄（日本大学）） 

・目 的：  

 今後のまちづくりにおける地下空間の果たす役割について、事例調査を行うことにより、地下空間

ネットワーク形成、リノベーションや防災・減災といった観点と、過去に議論された地下空間の有効

利用や地下空間のあり方をもとに、より良い都市の地下空間整備を行うための方策を検討する。あわ

せて、都市における地下空間整備に関する法制度、枠組みを過去から現在まで体系的に整理し、今後

のあり方を示す。 

・研究テーマ： 

・都市のリノベーションにおける地下空間の果たす役割 

・地下空間計画における防災・減災のあり方 

  



 

2 
 

 

○防災小委員会（小委員長：中山 学（神戸学院大学） ※2017 年次期交代予定：武田 誠（中部大学）） 

・目 的：  

 街づくりにおける地下空間の役割を重視し、地上・地下を含めた都市のあり方を見据えながら、地

下空間における防災について総合的かつ実践的な研究を推進する。 

・研究テーマ：  

・災害に強い街づくりにおける地下空間の防災のあり方 

・地下空間利用実態調査 

・地下火災 

・地下浸水 

・地下空間防災教育・啓発 

○心理小委員会（小委員長：石田 敏郎（早稲田大学） ※2017 年次期交代予定：須田 武憲（ＧＫ設計）） 

・目 的： 

 心理学の観点から、地下空間における人間の行動について研究し、公共的地下空間の多様な利用者

の知覚環境、災害時行動などに重点を置き、フィールド実験を中心に検討を行い、その成果を実際の

地下施設へ適用する。 

・研究テーマ： 

・公共的地下空間の知覚環境に関する研究 

・地下空間における非常時の行動 

・地下空間の案内サインと照明環境 

・地下空間避難リーダー育成プログラム 

・土木・心理・建築からみた地下空間－仮称「わかりやすい地下空間と人間」の考え方と展開 

○維持管理小委員会（小委員長：木村 定雄（金沢工業大学）） 

・目 的： 

 国際標準・アセットマネジメントシステム（ISO5500X）における実践マネジメントシステムの構

築の必要性を理解した上で、トンネル構造物を対象に、実践的なマネジメントの一道具となる点検・

評価・対策の一連の実態を調査・検討を実施する。 

・研究テーマ： 

・道路検討 WG，鉄道検討 WG，インフラ検討 WG，法的対応 WG を設置して下記事項を検討する． 

・各事業者のトンネルシステムに内在するリスクの顕著化の調査 

・各事業者のトンネルシステムの将来の性能変化の予測技術の調査 

・長寿命化対策とリニューアルの調査 

・災害時の法的対応の調査 

 

◆小委員会委員の募集要項： 

○募集対象  ： 計画小委員会、防災小委員会、心理小委員会、維持管理小委員会 

○活動期間  ： 平成２９年６月１日から３年間（その後の継続は自由） 

○求める人材像： 

・計画小委員会：都市計画、空間デザイン、交通計画、地下施設の計画・設計など、地下空間に関

連する業務、もしくは地下空間に興味のある技術者（土木に限らず、建築、都市

計画などの技術者、地下街・地下空間の担当者も歓迎） 
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・防災小委員会：地下空間の浸水、火災、避難、防災計画、救護、教育啓蒙、防災行政、防災シス

テム開発、防災機器関連、防災情報管理、リスク管理等、地下に関連する業務に

携わる、もしくは興味ある技術者（土木に限らず、建築、行政、リスク管理、シ

ステム開発、メーカーなどの担当者も歓迎） 

・心理小委員会：地下空間の人間行動解析、行動心理、医療分野、案内システム、サインシステム、

情報伝達、医療分野、バリアフリー対策、及びこれらを推進する行政、事業者の

担当者（土木、建築、材料、医療、心理学、デザイン、ＩＴ関連技術等の専門家

歓迎） 

・維持管理小委員会：地下構造物の維持管理、更新、構造物健全度評価、プロパティマネジメント

実務、行政の維持管理、構造物の設計等、地下呼応贓物の維持管理更新に携わ

る、もしくは興味のある技術者（土木、建築、機械、マネジメントなどの技術

者も歓迎） 

○活動内容  ：年に４～５回程度の小委員会への参加、調査研究活動、その他委員会で進める行事

への参加 

○その他の事項：複数小委員会に参加いただくことも可能。 

 

◆応募方法： 

○募集期間：平成２９年４月１日（土）から５月１０日（水） 

○提出資料：フリーフォーマットにて、氏名、所属、役職、E-mail、TEL、FAX、住所、 

      これまでの実務経歴、並びに学会等への発表、業務の内容についてご記入ください。 

○提出先 ：メールにて事務局：土木学会 研究事業課 小川氏までご提出ください。   

事務局：小川祐司（土木学会研究事業課）Email：ogawa@jsce.or.jp    

T E L：03-3355-3559(直通) /3441(代表) 

 

以上 


